
根室市議会

2015年度 決算審査特別委員会

各事業・特別会計

2016年9月26日から28日の日程

で「平成27年度各事業・特別会計決算審

査特別委員会」が行われました。

日本共産党根室市議団からは橋本竜一

議員が参加しています。各会計の特徴的な

内容について、一部ご紹介します。

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

【 港湾整備事業会計 】

花咲と根室港の両方の上屋等の整

備のあり方を検討する方向に
さけます流し網禁止などの影響もあり、

港湾収益の大半を占める陸揚げ使用料の

収入が減少していますが、近年は大きな設

備投資もなく会計自体は安定しています。

今後の港湾機能の整備についてこれま

で、特に老朽化が進んでおり、防潮堤の外

側にあって津波被害が心配される花咲港

の 2 号上屋の整備をどうするのか等の課

題がありました。

市は、新たなホタテ漁場整備など最近の

沿岸漁業対策の状況もふまえ、花咲港区だ

けでなく根室港区もふくめた根室港全体

の上屋整備について、様々な方向から検討

していきたいとしています。

また高潮対策として、今後弥生町に防潮

堤が建設される予定ですが、同じく被害の

あった本町の海岸にも大型土のうを設置

する方針であることが報告されました。

【 水道事業会計 】

これから水道料金をどうしていく

のかなど大きな課題が山積
市の上水道は、人口減少や産業低迷など

から料金収入が低迷する一方、老朽化が進

む水道管の更新や耐震性の不十分な浄水

場への対応など、将来大きな設備更新費用

がかかることが予測されています。そうし

たことから、年々収支状況が悪化し、再来

年(2018年度)には資金不足になることが試

算されています。

水道事業に対する国の補助事業は極め

て手薄く、経営破たんを防ぐには、根室の

ような条件不利地域であっても、自力でな

んとかするしかありません。水道料金の改

定(引き上げ)にむけた議論検討を本格的に

始める必要があります。現状でも全道で7

番目に高い根室市の水道料金。さらに引き

上げるならば、どのような形にしていくの

か、そのためにどのように市民合意を得て

いくのか、大きな課題があります。

【 下水道事業会計 】

ＭＩＣＳ事業により運営コストが

およそ 5,000万円削減する試算に
上水道と異なり下水道の会計自体は、し

ばらく安定していると考えられます。

なお一昨年から立て続けに三度の水害

をうけた市街中心部の浸水対策が現在進

められています。弥生町の防潮堤整備の他、

昨年8月に記録した1時間に53.5㍉と

いう豪雨に耐えるよう来年度に向けて緑

町雨水ポンプ場の排水能力増強などの対

策が進められています。

また老朽化するし尿処理施設に代わっ

て、下水道の終末処理施設で一元的に処理

するＭＩＣＳ事業を予定では 2018 年度

中の開始をめざし工事がすすめられてい

ます。

このＭＩＣＳ事業により従来のし尿処

理にかかる運営コストから比べて 5,000

万円程度削減できる見通しです。

根室市の高い水道・下水道料金への対策

を視野に、この浮いた財源をどのように活

用するかについても今後しっかりと検討

する必要があると考えます。

【 病院事業会計 】

収益増も苦しい経営難が続く
市立根室病院の 2015 年度決算は医業

収益で28億円以上を計上するなど近年に

ない高い収益となりました。整形外科は常

勤医師 1 名体制のため手術や入院が伸び

悩む一方、内科医師体制の充実により入院

外来ともに伸び、また訪問診療や健診への

対応も充実してきているそうです。

しかしながら新病院の建物維持や新た

な医療機器、人件費などの経費が45億円

と高コストの状況を改善する見通しがた

たず、病院経営として依然として苦しい経

営が続いています。

昨年は地方公営企業の全部適用を開始

した初年度です。院内の経営改善に向けた

プロジェクトを様々な検討をおこなって

いるそうです。これからの新しい病院改革

プラン策定に向けて、病院の機能や役割に

ついて大きな方針を構築していく必要が

あると考えます。

【 国民健康保険特別会計 】

国保の赤字補てんのため市から1億

円以上繰り入れが必要な状態に
保険税の高さが問題でしたが、その一方

で会計制度としては、この10年ほどは安

定的な財政運営が行われてきました。しか

しながら、この数年で急激に収支が悪化し、

これまでの基金も底を尽き 2015 年度は

市一般会計から 1 億円以上を赤字補てん

のために繰り入れることになりました。

2018 年度は国民健康保険の都道府県

単位化が計画されています。その内容は未

だ不透明な部分もありますが、住民の命と

健康を守る社会保障制度としての国民健

康保険の役割を損なうことの無いよう、し

っかりとした制度設計を国や今後の保険

財政の主体である北海道に対して求めて

いく必要があります。

【 介護保険特別会計 】

2億2千万円の基金残高を

しっかりと有効活用すべき
道内でも保険料が低い根室市ですが、そ

れでも 2012 年～14 年の市の標準保険

料は3,700円、2015年から4,100円

と立て続けに値上がりしています。

その一方で、この間の市の介護保険の基

金は約 2億 2千万円のまま推移していま

す。2018 年度からの第 7期計画にむけ

て、この基金の財源を有効に活用しながら、

次期の保険料の上昇抑制や高齢者施策の

充実、専門職などの人材確保対策への充実

をしっかりと検討していく必要があると

考えます。

【 後期高齢者医療特別会計 】

保険料の軽減特例の廃止で半数以

上の被保険者が保険料負担増に
政府は負担軽減のための保険料の特例

軽減を廃止しようとしています。

現在この特例軽減をうけている方は、根

室市の加入者のうち55％を占めます。こ

の特例軽減が廃止されると対象者の保険

料負担は2倍から5 倍増えるとされてい

ます。政府は激変緩和措置をもうけるとし

ていますが、年金収入が増えるわけでもな

いので、最終的に大幅な負担増になること

には変わりありません。高齢者への「差別

医療」の本質に立ち返らせないよう意見を

あげていくことが大切と考えます。
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